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１．本研究の目標と意義
本研究では明治２０年代に日本人の作家により日本語で書かれた小説を「朝鮮関連小説」と定義し，
当時の日本の文学者たちが朝鮮をどういう風に描いているのかを探った。明治２０年代の「朝鮮関連
小説」に見える日本のオリエンタリズム，文学の権力性を究明するのが本論の目標であったが，両国，
朝鮮と日本の歴史，政治などを踏まえながら，書き手，読み手を含む多方面からアプーロチしてみた。
この作業により明治時代の特殊な両国の関係を文学という鏡に写して見ることができ，大きくは文学
と権力，知と力の関係の－面を見ることができたと言える。
「朝鮮関連小説」研究においては，１９１０年以前の，即ち日本の植民地期以前の状態に光を当てた
批評は乏しいと言える。本研究が明治２０年代の「朝鮮関連小説」を調べることにより，小説に色濃
く残るプレ゜コロニアルな状況を明らかにしたことは，ポストコロニアリズム文学批評の基礎作りと
なるだろう。そして，今まで日本文学界で論じられることの少なかったテクストを本研究で取上げた
ことは，より多様性のある幅広い「日本文学」を提示でき，その上今まで論じられたことのなかった
『続胡砂吹く風」「こぼれ梅」「朝鮮征伐」を紹介した意義も大きいと思われる。
２．本研究の構成（目次）
序章先行研究と意義，概観
第一部明治２０年代の日本文学の朝鮮文学受容（第一章「胡砂吹く風」における『春香伝」と「九
雲夢」／第二章「続胡砂吹く風」における「謝氏南征記』の影響／第三章牝鶏の農する鶏
林国一「続胡砂吹く風」における「粛宗代の事」の戦略一／第四章「朝鮮征伐』における『懲
鋳録」の受容と変形）
第二部ジェンダーで見た朝鮮（第一章「胡砂吹く風」におけるく女＞／第二章『胡砂吹く風』か
ら「小説東学党」へ／第三章「胡砂吹く風」から「続胡砂吹く風」へ）
第三部開化派と日本文学（第一章朝鮮の開化派と明治文学の関係）
結章要約と課題
補論日清戦争中の森嶋外における朝鮮
朝鮮関連文学一覧
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３．各部の概要
第一部では，「明治２０年代の日本文学の朝鮮文学受容」という問題について論じたが，従来活発
に研究されてきた，「日本文学が韓国文学に与えた影響」の研究とは観点を新たにした，「韓国文学が
日本文学に与えた影響」の問題を提示できたと思う。植民地期以前の日本文学に見える朝鮮文学の面
影だと言えようが，朝鮮文化情報の提供を兼ねた日本の朝鮮文学紹介になっている。然し，当時近代
化において日本に後れを取っていた朝鮮国の文学は，前近代的な文学とされ，日本文学の中で抑圧さ
れ，歪められ，結果的には朝鮮の古典文学は日本の書き手の小説創作の際の素材を提供したものの，
大幅に|生格を変え朝鮮社会の矛盾を写す小説として再生されていたことが判った。受容過程で表れた
変容の要素を探ったが，テクストで行われる創作性と変形性は書き手の意識や態度を反映していた。
第一章の「『胡砂吹<風」における「春香伝」と「九雲夢｣」では，「胡砂吹<風」における『春香
伝」と「九雲夢」の受容過程を論じ，朝鮮の古典文学である両テクストが，『胡砂吹<風」の中でど
ういう変形を強いられたかを明らかにし，「胡砂吹く風』が，朝鮮の近代化＝日本化であるという図
式を読者に暗示させていることを論じた。第二章の「｢続胡砂吹<風」における「謝氏南征記」の影響」
では，「続胡砂吹<風」の構造と多くの登場人物等が『謝氏南征記」の影響下にあることを論じ，明
治２８年の日清戦争に勝利する日本国の望んでいた，朝鮮の反清親日思想の虚構化を検証した。第三
章の「牝鶏の農する鶏林国一「続胡砂吹く風』における「粛宗代の事」の戦略一」では，朝鮮の宮中
話が日本の書き手により「粛宗代の事」として変形，再生されていることを明らかにし，テクストで
朝鮮が牝鶏の女性の形で暗示されることにより，強者の男性の日本に対し，ひ弱且つ不合理的な存在
として表象されていることを論じた。第四章の「『朝鮮征伐」における「懲鑑録」の受容と変形」では，
村井弦斎の『朝鮮征伐』が，朝鮮の『懲遥録」を参考にして書かれた新日本型「懲遥録」であること
を述べ，「朝鮮征伐」が壬辰倭乱を背景としながらも，当時の日清戦争をオーバーラップさせること
に成功し，テクスト全体に明治２８年の日本の帝国主義性を溢れさせていることを論じた。
第二部の｢ジェンダーで見た朝鮮｣では,テクストのなかでく女＞として表象される朝鮮に光を当て，
強者と弱者として階級化されるジェンダーと民族問題について論じた。明治２０年代の日本はアジア
の強国となり，日本以外のアジアの国々をく女＞として保護しようとしたが，当時の朝鮮が小説の中
でく女＞として表象されることを明らかにし，妓生であるく女＞の運命は，常に男性である日本に救
われ保護されることを明らかにした。朝鮮は日清戦争の日本の勝利により一層憐れになったが，テク
ストの中のく女＞も男性の活躍に追われ，小説の中で徐々に背景化してゆく，時代の流れによる小説
の中のく女＞の描かれ方の変化を究明した。テクストの様々なく女＞の分析は，男性である日本とく
女＞である朝鮮における，ジェンダーと国家，民族の間に関わるヘゲモニーの関係を如実に見せてく
れた。
第一章の「『胡砂吹く風」におけるく女＞」では，朝鮮がく女＞，妓生としてメタファーされるこ
とを論じ，その妓生が「燗むく<，怒るべし」のアンピヴァレントな両面性を持っていることを明ら
かにした。病者であるく女＞の「節操」問題と日本男性への求愛の問題は両者における不平等な関係
を示している。第二章の「｢胡砂吹く風」から『小説東学党」へ」では，「小説東学党」における『胡
砂吹く風｣の影響を論じながら,両テクストのく女＞たちを比較検討した。「小説東学党」のく女＞は，
テクストで朝鮮の東学党とオーバーラップされることにより，「胡砂吹<風」のく女＞たちより政治
的な色を帯びるようになったことが判ったが，＜女＞が親日性という免罪符を手に入れることを要求
されていたことが判った。第三章の「｢胡砂吹<風』から「続胡砂吹く風』へ」では，「胡砂吹<風」
から「続胡砂吹く風」への繋がりを見ながら，小説の中で徐々に背景化してゆくく女＞たちを検証し
た。聞き覚えの日本語を話す香藺の地位下落,元義達と茶脱脱の愛女との「従臣の関係」による結婚，
姜徳の妻と娘の夫と父批判は，『続胡砂吹<風」で深刻化するく女＞の周辺化，背景化を意味するが，
日清戦争の踏台とされた朝鮮が，アジア国際秩序の中で没落しその存在感を失いつつあったことをテ
クストが巧く反映しているのである。
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第三部では「開化派と日本文学」の関係を論じたが，明治１７年の甲申事変に敗れ日本へ亡命して
きた多くの朝鮮の開化派の中，その代表者となる金玉均と朴永孝についてである。日本で多くの日本
人に助けられ朝鮮の改革をもくろんでいた二人は，日本の文学界の人々とも深い親交を結んでいたの
であるが,第一章の「朝鮮の開化派と明治文学の関係」では,『胡砂吹<風」と「小説東学党」に載っ
ている二人の題字を以てその関係を明らかにした。その上,金玉均の遺案とされる｢こぼれ梅｣を以て，
金玉均の豊かな文学'性が日本文学に活かされていることをも指摘したが，金玉均が朝鮮の近代化を促
す一種の啓蒙書としての文学に期待を抱いていたことを推測することもできた。そして明治２０年代
の「朝鮮関連小説｣，即ち「胡砂吹く風｣，「続胡砂吹<風｣，「小説東学党」「佳人之奇遇」では朝鮮
の開化派をどのように描いているかを，時代の流れに沿って，或いは歴史事件に光を当て検討したが，
朝鮮の自主的な近代化よりは，日本による近代化を進めようとした彼らを見る日本の複雑な視線を確
認することができた。
４．今後の課題
本研究の対象となったテクストは明治２０年代に書かれた「朝鮮関連小説」であったが，無論「朝
鮮関連小説」は明治３０年代にも，そしてそれ以後にも，現在に至るまで断続的に書かれている。今
後は本研究を基礎作業として,数多い「朝鮮関連小説」を検討することにより，時間の変化により変っ
て行く，即ち両国の政治，経済，文化状況により変化する「日本近代文学における韓国」を探りたい。
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論文審査結果の要旨
本論文は明治２０年代に書かれた「朝鮮関連小説」において，朝鮮がいかに表象されているかを，
特に日本との関連において解明しようとしたものである。明治６年の征韓論にはじまり壬午事変（明
15)，甲申政変(明１７)，日清戦争(明２７～28)に至る過程は朝鮮国内の開化派と外戚派との争いであり，
又，朝鮮をめぐる日，情，露の主導権争いの連続であった。勢い，これらの国際情勢を視野に入れた
一連の小説，実録物では，そこに書き手の意志が明確に刻印されきわめて政治性の濃いものとなって
行ったのは，言わば当然のことであろう。これらのことを視野に入れて論者はこの論文の目的を次の
如く要約している。
明治時代の日本の文学者たちは隣国である朝鮮をどういう風に描いているのかを探り，明治２０年
代の「朝鮮関連小説」に見える日本のオリエンタリズム，文学の権力性を究明するのが，本論の一貫
するテーマであった。そして，明治２０年代の「朝鮮関連小説」に見える，中心としての日本と辺境
としての朝鮮という二分的な認識方法と，テクストに関わるすべての人たち，即ち作者，登場人物，
読者等は常に優劣，上下，貴賎という二分的な階級概念を以てテクストに臨んでいることを，朝鮮と
日本の歴史，政治などを踏まえながら，書き手，読み手を含む多方面からアプローチしてみたが，こ
の作業により明治時代の特殊な両国の関係を文学という鏡に写して見ることができ，大きくは文学と
権力，知と力の関係の－面を見ることができたと言える。
オクシデントオリエント
Ｅ、Ｗ、サイードは「オリエンタリズム」の中で「西洋と東洋との間の関係は,権力関係,支酉a関係，
そしてさまざまな度合いの複雑なヘゲモニー関係にほかならない」と述べているが，この西洋と東洋
の関係を，同じ東洋でありながらく脱亜入欧＞をスローガンとした日本を進んだ西洋と見立て，他の
朝鮮，中国を遅れたアジアと見立てることで，そこに同質の関係を見ようとしている。このことを指
してオリエンタリズムと呼ぶのがふさわしいか否かは疑問は残るが（疑似オリエンタリズムというと
ころか)，２０年代文学に現われたく文学の権力'性＞については本論で証明されたと言える。
考察の対象となった作品は半井桃水｢胡砂吹く風｣(明２４～25)｢続胡砂吹く風｣(明２８),村井弦斎『朝
鮮征伐」（明２７)，服部徹「小説東学党」（明２７)，金玉均遣案，飯田三郎「こぼれ梅」（明２７)，井
上角五郎立案，福地源一郎手稿「張濱－朝鮮宮中物語」（明２７)，東海散士「佳人之奇遇」（明１８～
30）であり，関連する朝鮮古典小説としては『春香伝」（１８Ｃ頃からまとめられた伝承文学)，金萬重
｢九雲夢」（１７Ｃ）『謝氏南征記」（１７Ｃ)，柳成龍「懲遥録』（１７Ｃ）がある。
第一部の「明治２０年代の日本文学の朝鮮文学受容｣では,｢胡砂吹<風｣｢続胡砂吹<風｣が『春香伝」
｢九雲夢」「謝氏南征記」を踏まえ,又,「朝鮮征伐」は朝鮮側の活躍の部分が『懲遥録」に多くを負っ
ていることが実証された。１９１０年の植民地以降，日本に留学した金東仁，朱耀翰，田栄沢らによっ
て新しい朝鮮近代文学がスタートするが，その時，日本の同時代文学から多くの影響を受けたことが
指摘されている。しかし，１９１０年以前はこの流れは逆であって，旱<に釜山にあった倭館に多くの
日本人の居たこともあって，朝鮮の古典が日本に受容され明治２０年代の小説に反映していることを
論者は強調している。
朝鮮の古典が受容された時，多くの変容が行われたことに論者は注目し，そこにいくつかの特徴を
見出している。「胡砂吹<風」は日朝両国の混血児である林正元が活躍する伝奇小説，政治小説であ
るが，人物の構成やプロットを多く「春香伝」に負っていると言われる。『春香伝」は春香と季道令
の恋愛を中心としたラブストーリーであるが，愛を貫徹するため春香はさまざまな苦難に堪える。拷
問シーンには春香に代表される民衆の支配階級両班への抵抗と怒りが感じられ，社会告発小説の側面
もあったが，「胡砂吹く風」では小燕と香蘭の守節は日本という国に操を守り続ける朝鮮国の象徴と
なっているとする。そして，両班社会の腐敗はそのまま腐敗した外戚派，前近代的な朝鮮政府を意味
し，それを告発することで朝鮮の開化＝日本化の必然を正当化しているとする。又，その複雑な構成
や多くの女性の登場は「九雲夢」による所が大きいとしながらも，「九雲夢」の富貴栄華も一場の春
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の夢にすぎないという無常観とは異なり，最後まで近代文明至上主義者の林正元の功名が主題となっ
ているとする。朝鮮のテクストを踏まえながら，そのテクストになかった朝鮮停滞思想と前近代性を
抽出し，日本による近代化の必然を主張しているとしている。
時代の異なるテクストを同日に論じる方法や，受容に伴う変容の必然にあまり意識的でないのは気
になるが，これも一つの読みであろう。作品の最後で林正元が国王と大院君に恭順の意を表し，日清
シーン
韓三国の同盟が成立して西洋に対する所は，必ずしも朝鮮の近代化＝日本化を意味するものではない
ようにも思われる。
混血児の活躍は既に「国'性爺合戦」の先例があり，この作品も視野に入れてほしかった。混血児と
したことにはもっと積極的な意味がありそうである。
「続胡砂吹く風」は粛宗期のお家騒動である『謝氏南征記」を踏まえるが,原話にあった謝氏（正妻）
と喬氏（第二夫人）の関係がそのまま香藺と閏氏派に置きかえられ，多くの登場人物が親日主義者と
なってく尊華斥倭＞が払拭されているとする。そして，日本による近代化を待ち望んでいる朝鮮国の
イメージが強調され,元義達という日本と清国の混血児により親日の満州帝国が建設されるところに，
日本の帝国主義的侵略の意図を読み取っている。
２５，６回の「粛宗代の事｣では粛宗代の宮中物語をそのまま閉妃（明成王后）の外戚派の専横に重ね，
朝鮮滅亡の因をそこに求めようとしている。背景に開化派の金玉均の暗殺（明２７．３）があるが，無
能な国王高宗と「牝鶏の晨する鶏林国」の象徴である閏妃の批判で一貫している。この路線はそのま
ま『張濱」にも継承されており，閏妃への嫌悪では両テクストは一致している。このテクストの予見
性は明治２８年１０月の乙未事件（閉妃殺害）として現実のものになる。
一般に「胡砂吹く風」の評価は「桃水の朝鮮に対する深い理解と愛情」（塚田満江，佐藤慶子，上
垣外憲一ら）というものであるが，論者はそれを認めた上でなおかつ語り手のナショナノレな視点に注
目し，宗主国の清国に替って日本がヘゲモニーを取ろうとする所を強調し，独立と解放に名を借りた
支配の図式を見ようとしている｡それが論者の言うところの文学における権力性ということであろう。
同じ作品を論ずるにしても論者の立場，視点，教養等で作品の解釈が大きく異なる場合がある。日本
の立場ではなく韓国の立場から眺めた場合，一連の朝鮮関連小説が日本的バイアスをかけられた作品
であるという見方は当然出てこよう。
同じ視点で「朝鮮征伐」が論じられている。「懲鑑録」を踏まえながら日本的偏向が多く加えられ
ており，壬辰倭乱に素材しつつ当時の日清戦争の状況を盛りこみ,過去と現在を同時に読ませながら，
日清役が第二の文禄慶長の役であることを暗に提示しているテクストになっているとする。そして，
日本の拡張主義と朝鮮の植民地化を予告するテクストになっていると結論づけている。
第二部は「ジェンダーで見た朝鮮」であるが，その基本姿勢を次の如く述べている。
サイードは「オリエンタリズム」のなかで，西洋がオリエントを常にく女＞として表象し，そのく
女＞は美しく，ひ弱く，劣等であることを指摘している｡且つそのく女＞は男'性である西洋に教化され，
管理され，支配されるべきものであることを述べているが，オリエント＝＜女＞という認識が，オリ
エンタリズムそのものであると言える。
ここから日本が自らを西洋になぞらえ，日本以外のアジアの国をく女＞としてまなざしたという類
推が可能となる。『胡砂吹く風」では朝鮮がく女＞，妓生としてメタファーされ，そのく憐むくく怒
るべ＞き状態から救済しようとしてく内鮮結婚＞（南富鎮）が行われるが，その場合の力関係は歴然
としており，日本が優位に立つ偽装結婚に近い形であり，両者は対等ではない。
『東学党」でも女たちがいつか日本側につき清国と闘う健気な女になっており，＜斥倭洋＞の東学
党の精神が骨抜きにされてしまうという事態になっている。「続胡砂吹く風」では女性が無力化，周
辺化，背景化して行くことがさまざまの面から論じられていて，アジアの国際秩序の中で没落しつつ
ある朝鮮国がメタファーされていることが明確になったとする。
第三部の「開化派と日本文学」では日本に亡命した金玉均と朴泳孝の日本の同時代文学者との関係
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を追っているが，それまでかなり重要な位置を占めていた二人が日清戦争を前に次第に軽視されて行
き，開化派の力を借りなくても独力で朝鮮への主導権を発揮しつつあった日本の姿勢を読もうとして
いる。補論として「日清戦争中の森嶋外における朝鮮」がつけ加えられ,最後に「朝鮮関連文学一覧」
が付されている。
一般に対象となった作品は，所謂，通俗小説，大衆小説，時事小説というジャンルに入るものであ
るが，最も大衆に読まれたという点では当時の大衆の意向を反映したものと言えるであろう。と同時
に，これらのテクストは形成されつつあった近代国家の未来をも予見するものであり，ナショナノレな
共同体として国民が統合されて行くための重要な働きもしたことであろう。そのような時代を写し日
本の未来を予見するテクストであったことを本論文は明かしてくれている。これらテクストを発掘し
丁寧に分析した功績は大きいと言わねばならない。
論の根拠にサイードの『オリエンタリズム」を使用し文学の権力性とジェンダーによる権力の隠蔽
を発いて見せてくれたが，やや，ステレオタイプな応用が気になった。この理論を使用しなくても実
証的に分析しているのでもう少し多様な読み方も可能であったかと思われる。ジェンダーとの関連で
言えばヨーロッパを女性として捉えその破局を描いた『舞姫」などを視野に入れれば面白い見方もで
きたはずである。又，明治２０年代の所謂’純文学がアジアを視野に入れずに書かれて行ったことを
思えば，日本近代文学の一つの分岐点のようなものが２０年代にあったことが分かり，文学史再構築
に寄与するものと思われる。
論文発表会や論文検討会でも様々の意見が出された。代表的なものを挙げてみると，一つは大衆小
説自体の考察がないという意見があった。送り手は作者のみならず出版界というメディアであり，作
品は商品として流通するので消費する受け手の研究も含めてこのシステムを考える必要はないのかと
いうものであった。これは大衆小説に限らない文学商品の流通過程一般とコミュニケーション理論の
分野となろうが，この点の考察にまで手が回らなかったのが惜しまれ，今後の大きな課題となろう。
この点を視野に入れれば大衆と出版界の動向にも左右される作者＝送り手の位置も明確になったであ
ろう。
又，政治小説の流れを汲むこれらの小説には一つのパターンがあり，女性が弱いもの，庇護される
ものとして表象されるのが一般であり，そのことがそのまま朝鮮国に重なり，朝鮮国を抑圧すること
に繋がるのかという批判があった。サイードの論に即きすぎていて作品を読む場合の論者の視点が埋
没していることを指摘したもので，今後の研究上の大きな課題の一つであろう。
以上のように，問題点はいくつかあるが，論旨は首尾一貫しており，明治２０年代文学を読み直す
新しい視座を提供したということでその意義は大きいと言える。研究者としての豊かな可能性と将来
性を具えた論文であり審査員全員，合格と判定した。
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